
わりには花数も多くまあまあの咲きぐあいでした。その

くにはいつもは早く咲く一重の白梅があるのですが、今

は苔梅と同じ頃、満開になりましたが、いつもは純白の

なのに、かなり濃い赤味の混じった花が多く見られまし

。開花近くなってから強い寒さがきたせいなのでしょう

　2007年（平成19年）3月2日（金曜日）

楽斤　　潟　　　日　　　報

気
象
庁
は
一
日
、
記
録
的

暖
冬
だ
っ
た
今
冬
（
昨
年
十

二
月
－
二
月
）
の
天
候
ま
と

め
を
発
表
し
た
。
平
均
気
温

は
、
全
国
百
五
十
三
観
測
地

点
の
う
ち
新
潟
、
佐
渡
（
相

川
）
、
仙
台
、
東
京
、
名
古

屋
、
大
阪
、
福
岡
な
ど
七
十

五
地
点
で
観
測
史
上
最
高

（
過
去
タ
イ
の
十
二
地
点
含

む
）
。
二
位
が
三
十
二
地
点
、

三
位
が
十
三
地
点
と
、
全
体

の
約
7
8
％
に
当
た
る
地
点
で

過
去
三
位
以
内
の
暖
か
さ
だ

っ
た
。
（
閲
連
記
事
3
4
面
に
）

　
　
気
象
庁
に
よ
る
と
、
今
冬
　
と
、
日
照
時
間
は
県
内
二
十
　
監
視
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
　
　
原
因
と
し
て
気
象
庁
は
①

　
の
平
均
気
温
は
佐
渡
市
（
相
　
七
観
測
所
の
う
ち
、
一
月
が
　
長
野
な
ど
十
七
地
点
の
冬
の
　
北
極
圏
が
寒
気
を
蓄
積
・
放

鱒　川
）
が
六
．
三
度
、
新
潟
市
長
岡
市
な
ど
七
カ
所
、
二
月
　
平
均
気
温
は
平
年
（
「
九
七
　
出
す
る
「
北
極
振
動
」
が
憲

．
．
　
が
五
．
四
度
と
い
ず
れ
も
平
　
が
同
市
や
新
潟
市
な
ど
十
九
　
一
－
二
〇
〇
〇
年
の
平
均
）
　
気
蓄
積
期
だ
っ
た
②
エ
ル
ニ

　
年
を
約
二
度
上
回
り
、
そ
れ
　
カ
所
で
平
年
を
多
い
と
こ
ろ
　
を
一
・
五
二
度
上
回
り
、
統
　
ー
ニ
ョ
現
象
③
地
球
温
暖
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
を
挙
げ
て
い
る
。

　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
一
些
未
満
」
、
同
二
二
八

　
そ
れ
統
計
開
始
の
一
九
一
二
で
二
倍
近
く
上
回
り
、
記
録
計
の
残
る
一
八
九
九
年
以
弛
ン
の
新
潟
市
は
五
興
ン
ー
な

　
年
、
【
八
八
七
年
以
降
最
も
を
更
新
し
た
。
　
　
　
　
　
降
で
一
九
四
八
－
四
九
年
ど
、
全
国
二
十
地
点
（
前
年

　
高
か
っ
た
。
上
越
市
（
高
田
）
　
　
ま
た
都
市
化
の
影
響
が
少
　
冬
と
並
び
最
高
を
記
録
。
同
　
ま
で
の
最
少
が
夷
ン
未
満
の

　
も
四
．
八
度
で
、
過
去
三
番
な
く
観
測
地
点
の
移
転
な
庁
は
「
観
測
史
上
ト
ヅ
プ
級
地
点
除
く
）
で
観
測
史
上
最

　
目
の
高
さ
だ
っ
た
。
　
　
　
ど
に
伴
う
変
化
が
な
い
た
　
の
暖
冬
だ
っ
た
」
と
し
て
い
　
少
を
記
録
し
た
。

　
　
新
潟
地
方
気
象
台
に
よ
る
め
、
長
期
的
な
気
候
変
動
る
。

10

　この他、ここ10年余り毎年見ている木に梅津の真法院

の苔梅があります。幹周2．57cm、樹高10m（伊藤邦男

佐渡巨木と美林の島より）という大木で、佐渡で一番大き

な梅ノ木です。花は1三¢いビンクの八重咲きで、彼岸の入り

の頃にまだ蕾の固い年と少し開く年とがあります。ところ

が、今年は2月23日、すでに藩がふくらんでいて、早い

のに驚きました。しかし、このあとの冷え込みで3月18

日彼岸の入りにやっと3分咲きとなり（例年よりは早いの

ですが）、26日頃になって満聞に近づきました。長くかかっ

フジキの開花

石沢進

　フジキは、新潟県新井市の高床1⊥1で分布の北隈である。

津南町の中津川f背いの逆巻付近には群生している。そのフ

ジキは1998年前に一斉に開花したことがあり、その後開

花した形跡がなかったが、本年7月7日に開花したとの

ことで、中沢英正氏の案内で現地の開花状況を確認した。

本種は、開花時には山の斜面｝こ点在する様子が、樹一面に

白い花が咲くので、遠くから見てもよく分かる。逆巻付近

の中津川左岸に本数が多く、右岸に少ないようである。

　ブナと同じようにフジキも豊作年があるようで、本年は

その年にあたり、枝の各所に多数の花をつけていた。津南

のフジキの開花記録をたどると、1993年7月6日に開花

した写真が「津南町の自然一植物編一」に掲載されている。

その時に一剤坦花したことは明らかでない。その5年後の

1998年に一斉開花し、本年（2007年）に再び一斉に開花

して最初の開花記録の14年目、前回の一斉開花の9年目

に当たる。開花の周期性については、さらに記録を重ねな

いと明らかではない。本年7月7日には、花の終わりか

けた個体が多いようであった。

写真　開花株　中津川左岸（2007　7　7）
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日曜日2007年（平成19年）4月1日闘斯日期

サ
ク
ラ
サ
ク
、
記
録
的
乱
れ

　
こ
の
春
、
桜
の
開
花
は
東
京
が
一
番
乗
り
。
鹿
児
島
よ
り
も
金
沢
が
一
足
先
に

開
花
し
た
。
桜
前
線
が
大
き
く
乱
れ
た
の
は
記
録
的
な
暖
冬
の
影
響
ら
し
い
。
そ

ん
な
中
、
桜
の
開
花
予
想
は
ど
こ
ま
で
的
中
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ま
ま
温
暖

化
傾
向
が
続
け
ば
、
予
想
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
り
そ
う
だ
。
　
（
大
久
保
泰
）

　
気
象
庁
が
最
初
の
開
花
予

想
を
発
表
し
た
の
は
3
月
7

日
。
そ
の
時
点
で
の
主
な
地

点
の
予
想
日
と
実
際
の
開
花

日
は
表
の
通
り
だ
。
日
本
気

象
協
会
は
東
京
都
心
、
京
都

市
、
広
島
市
、
金
沢
市
で
ぴ

た
り
と
当
て
た
。
予
想
日
と

の
誤
差
を
合
計
し
て
み
た
の

が
「
誤
差
日
数
」
で
、
こ
こ

で
も
勝
つ
て
い
る
。

　
同
協
会
の
開
花
予
想
を
担

当
し
た
の
は
中
堅
の
乎
尿
浩

一
さ
ん
。
気
象
予
報
士
と
統

計
士
の
資
格
を
持
ち
、
各
地

の
過
去
4
6
年
間
の
気
温
と
開

花
日
の
相
関
式
を
独
自
に
は

じ
き
出
し
た
。
そ
れ
で
も
、

西
日
本
な
ど
で
予
想
よ
り
開

花
が
遅
れ
た
。
　
「
記
録
的
な

暖
冬
の
影
響
が
読
み
に
く
か

っ
た
。
予
測
式
を
見
直
し
ま

す
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
は
、

噸
．
灘
鰻
懸
馨
羅

気
駿
庁
と
三
つ
の
予
想
が
出
そ
ろ
う
中
、
半
世
紀
の
実
績
を

持
つ
気
象
庁
の
予
想
に
3
月
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ミ
ス
が
見
つ
か

っ
た
。
同
庁
が
謝
罪
会
見
を
開
く
な
ど
、
今
年
の
開
花
予
想

は
波
乱
含
み
で
始
ま
っ
た
。

各
地
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
携
帯

磁
話
の
カ
メ
ラ
で
つ
ぽ
み
の

発
育
状
況
を
送
っ
て
も
ら
っ

た
。
「
暖
冬
の
年
は
予
想
が

難
し
い
。
今
年
築
い
た
仕
組

弩
離
　
競
籔
瑛
霞

徽舞
趣
　
￥
．

鱗
講
舗
蟻
態
．

み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
」

　
迷
走
を
続
け
た
の
が
気
象

庁
だ
。
1
回
目
の
予
想
を
発

表
し
た
後
、
各
地
の
気
温
デ

ー
タ
が
誤
っ
て
入
る
プ
ロ
グ

囮
胴
煮

ラ
ム
ミ
ス
が
判
明
し
、
4
カ

所
の
予
想
を
修
正
す
る
事
態

に
な
っ
た
。

　
　
噛
　
噛

桜
の
開
花
予
想
は
1
9
5

5
年
に
全
国
の
気
象
台
で
始

ま
る
。
つ
ぼ
み
を
切
っ
て
重

さ
を
量
り
、
職
員
が
経
験
を

生
か
し
て
予
測
す
る
職
人
芸

の
仕
事
だ
っ
た
。
9
6
年
か
ら

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使

い
、
前
年
9
月
か
ら
の
気
温

や
今
後
予
想
さ
れ
る
気
混
の

デ
ー
タ
を
入
れ
て
、
本
庁
が

一
括
し
て
全
国
各
地
の
予
想

を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
0
5
年
、
予
想
が

大
き
く
外
れ
た
。
そ
れ
ま
で

は
過
去
5
0
年
の
デ
ー
タ
を
参

考
に
し
て
き
た
が
、
近
年
の

暖
冬
傾
向
と
は
合
わ
な
く
な

っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
昨

桜
開

　　　　　　　　

：’

噤|
’薙．、

予測地 気象庁望舶鞭織開花日

繹±＝＝臨瀦目1購1「llll目1閣

喉マー一灘3鵬囎3月野月3°日
霧畷羅躯謬轄雛望i醐野麗麗整覇留潔露，
してある。誤差日数は、開花日との差を累計した

年
、
暖
冬
の
年
の
デ
ー
タ
を

生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変

え
た
。
こ
の
時
、
気
温
を
取

り
込
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
不
具

合
が
あ
り
、
誤
っ
た
デ
ー
タ

が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同

庁
は
「
昨
年
は
た
ま
た
ま
ミ

ス
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
だ

け
」
と
明
か
す
。
こ
う
し
た

波
乱
も
、
暖
冬
煩
向
が
招
い

た
余
波
と
言
え
る
。

　
今
年
の
予
想
の
的
中
結
果

か
ら
は
、
開
花
日
が
近
づ

き
、
つ
ぽ
み
の
ほ
こ
ろ
び
具

合
が
わ
か
っ
て
も
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
結
果
だ
け
を
伝
え

る
「
ハ
イ
テ
ク
予
想
」
の
弱

点
も
浮
き
彫
り
に
な
る
。
し

か
し
、
同
庁
の
平
木
哲
長
官

は
「
開
花
予
想
は
咲
く
直
前

に
な
っ
て
伝
え
て
も
あ
ま
り

適
切
で
は
な
い
。
現
在
の
手

法
で
特
に
悪
い
と
は
考
え
て

い
な
い
」
と
語
り
、
見
直
す

考
え
は
な
い
よ
う
だ
。

　
　
喰
　
亀

　
桜
前
線
は
3
月
2
9
日
に
金

沢
市
や
福
島
県
い
わ
き
市
ま

で
北
上
し
た
が
、
鹿
児
島
市

は
同
3
0
日
と
遅
れ
た
。

　
桜
は
前
年
の
夏
に
花
芽
が

育
ち
、
冬
に
な
っ
て
一
定
の

寒
さ
を
経
て
か
ら
成
長
を
始

め
る
。
こ
の
「
休
眠
打
破
」

が
遅
れ
た
ら
し
い
。

　
大
阪
府
立
大
生
命
環
境
科

学
研
究
科
の
青
野
靖
之
准
教

授
（
農
業
気
象
学
）
に
よ
る

と
、
5
～
7
度
の
低
温
が
延

べ
8
0
0
～
千
時
閲
あ
る
と

休
眠
打
破
が
進
む
。
十
分
な

寒
さ
が
な
く
て
も
休
眠
打
破

は
始
ま
る
が
、
後
の
成
長
に

時
間
が
か
か
る
と
い
う
。
今

年
の
記
録
的
な
暖
冬
が
、
そ

の
現
象
を
招
い
た
よ
う
だ
。

　
開
花
予
想
に
使
わ
れ
る
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
南
限
は
種
子

島
や
八
丈
島
と
さ
れ
る
。
こ

の
ま
ま
暖
冬
が
続
け
ば
、
そ

の
南
限
は
北
上
し
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
。
青
野
准
教
授
は

「
1
年
の
暖
冬
で
ど
う
こ
う

は
な
い
。
た
だ
、
今
年
の
よ

う
な
異
常
な
暖
冬
が
何
年
も

続
く
と
芽
が
出
な
か
っ
た

り
、
木
が
枯
れ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
う
る
」
と
謡
す
。

　
森
林
総
合
研
究
所
の
勝
木

俊
雄
さ
ん
は
「
冬
の
低
温
、

特
に
冷
え
込
み
が
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。
暖
冬
が
続
け

ぽ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
南
限
が

北
上
す
る
可
能
性
は
あ
る
」
。

日
本
の
桜
模
様
が
変
わ
る
こ

と
も
あ
る
と
み
る
。

　
桜
前
線
は
近
い
将
来
、
東

北
か
ら
南
下
す
る
よ
う
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。


